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大湊側の西山層中に分布する断層の性状及び活動性

大湊側の西山層中に分布する断層の性状及び活動性

粘土幅（cm） 破砕幅（cm） センス 変位量（ｍ）

Ｖ1断層 N32W83W ｆ～0.3　[ｆ] 0～4　[1] - - Ｌ1断層に切られる。 砂岩薄層を基準とした変位量は約2.5ｍ。

Ｖ２断層 N29W86W ｆ～0.5　[f] 0～20　[2] 正 約3.8
Ｆ3断層，Ｆ4断層と切り切られの関係

にある。

粘土幅・破砕幅は6・7号炉試掘坑調査によ
る。

Ｖ３断層 N38W82W 0.1～1.5 1～10 正 約3.8 Ｆ3断層に切られる。

Ｖ４断層 N10W48E 0.1～0.5 1～15 正 約2.0 Ｆ3断層に切られる。

Ｖa断層 N31W83W ｆ～0.2　[f] 0～9　[1] 正 1.1 Ｌ1断層に切られる。
近傍に同系の断層が分布し，合計の変位量
は1.35ｍ。

Ｖb断層 N28W84W ｆ～0.1　[ｆ] 0～6　[1] 正 約1.8 Ｌ1断層に切られる。
近傍に同系の断層が分布し，合計の変位量
は約3.0ｍ。

Ｖc断層 N30W90 ｆ～0.3　[ｆ] 0～10　[3] 正 0.8 Ｌ1断層に切られる。

Ｆ２断層 N 5E15W ｆ～0.5 1～10 － － －

Ｆ３断層 N7E17W ｆ～5　[1.9] 0～17　[8] 逆 －

Ｌ1断層が合流し変形を受けている。

Ｖ2断層と切り切られの関係にある。

Ｖ3断層，Ｖ4断層を切る。

変位センスはＶ３断層を基準。

粘土幅・破砕幅の平均値は6・7号炉試掘坑
調査による。

Ｆ４断層 － 0～5 0～20 － － Ｖ2断層と切り切られの関係にある。 破砕帯の幅はボーリング調査による。

Ｌ１断層 N67E18S 0～1.6　[0.2] 0～85　[15] 正 約9.0

Ｖ1断層，Ｖa断層，Ｖb断層，Ｖc断層

を切り，ａ断層，ｂ断層，Ｌ2断層を分

岐し，Ｆ3断層を変位・変形させ，合

流している。

L1坑及びL1立坑において，古安田

層に変位・変形を与えていない。

変位量は断層面沿いの落差。鉛直変位量は
約2ｍ。

Ｌ２断層 N10E13W ｆ～0.3　[ｆ] 0～65　[7] 逆 － L1断層に合流する。
L2坑において，古安田層に変位・変

形を与えていない。

ａ断層 N9E13W ｆ～0.2　[ｆ] 0～３１　[3] 逆 －
ｂ断層を分岐し，Ｌ1断層に合流す

る。

ｂ断層 N55W53N ｆ～0.2　[ｆ] 4～77　[28] 横ずれ － ａ断層，Ｌ1断層に合流する。

※断層の走向は偏角補正済
　[ ]の数値は平均値
　ｆ：フィルム状

走向傾斜
破砕帯の規模 変位

活動時期

破砕帯の規模，変位量及びF系断

層との切り合い関係から，V2断層を

大湊側V系断層の代表と判断。

V2断層は，V2坑及びV2立坑におい

て古安田層に変位・変形を与えてい
ない。

破砕帯の規模及び連続性から，F3

断層を大湊側F系断層の代表と判
断。

F3断層は，F3立坑において古安田

層に変位・変形を与えていない。

施工時に掘削・除去。

備考

Ｖ系断層

Ｆ系断層

Ｌ１・Ｌ２断層

ａ・ｂ断層

切り合い関係分類 断層名

※安田層下部層のMIS10～MIS7とMIS6の境界付近の堆積物については，本資料では『古安田層』と仮称する。

変位センスはＶ３断層を基準。
データは試掘坑本坑（A坑,B坑,C坑）による。
粘土幅･破砕幅の平均値は６･７号炉試掘坑
調査による。



2

試掘坑調査による断層確認位置

試掘坑調査による断層確認位置図

2013/12/4 ヒアリング
参考資料２ Ｐ.１抜粋
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試掘坑調査による断層確認位置図

断層スケッチ位置 （Ｆ3断層）
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断層スケッチ位置 19

V2 断層とF3 断層の関係（V2(1)’坑8 基目切羽）

2013/12/4 ヒアリング
参考資料２ Ｐ.３０抜粋

Ｆ3断層

粘土幅ｃ
（㎝）

破砕幅ｓ
（㎝）

0.1～1.0 －
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断層スケッチ位置 19

V2 断層とF3 断層の関係（V2(1)’坑11 基目切羽）

2013/12/4 ヒアリング
参考資料２ Ｐ.３１抜粋

Ｆ3断層

粘土幅ｃ
（㎝）

破砕幅ｓ
（㎝）

1.0～2.0 －



6

断層スケッチ位置 24

V3 断層とＦ3 断層の関係（-20m 坑東側壁）

2013/12/4 ヒアリング
参考資料２ Ｐ.４２抜粋

Ｆ3断層

粘土幅ｃ
（㎝）

破砕幅ｓ
（㎝）

0.5～1.0 －
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断層スケッチ位置 25

V3 断層とF3 断層の関係（F3 坑北側壁）

V3 断層とF3 断層の関係（F3 坑28 基目切羽）

2013/12/4 ヒアリング
参考資料２ Ｐ.４３抜粋

Ｆ3断層

粘土幅ｃ
（㎝）

破砕幅ｓ
（㎝）

0.5～4.0 －
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断層スケッチ位置 30

V4 断層とF3 断層の関係（F3 坑）

2013/12/4 ヒアリング
参考資料２ Ｐ.５０抜粋

Ｆ3断層

粘土幅ｃ
（㎝）

破砕幅ｓ
（㎝）

0.6～7.0 －
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断層スケッチ位置 33

F3 断層（5 号炉B－Ｗ坑）

2013/12/4 ヒアリング
参考資料２ Ｐ.５３抜粋
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断層スケッチ位置 34

F3 断層（F3 坑北側壁76～78 基）

2013/12/4 ヒアリング
参考資料２ Ｐ.５４抜粋
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断層スケッチ位置 34

F3 断層（F3 坑77～78 基付近北側壁）

2013/12/4 ヒアリング
参考資料２ Ｐ.５５抜粋
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断層スケッチ位置 34

F3 断層（F3 坑最終（78 基）切羽）

2013/12/4 ヒアリング
参考資料２ Ｐ.５６抜粋

Ｆ3断層

粘土幅ｃ
（㎝）

破砕幅ｓ
（㎝）

2.0～3.0 －



13

断層スケッチ位置 34

F3 断層（F3 坑最終切羽）

2013/12/4 ヒアリング
参考資料２ Ｐ.５７抜粋
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断層スケッチ位置 35

F3 断層（6 号炉B－E 坑最終切羽（30 基目））

2013/12/4 ヒアリング
参考資料２ Ｐ.５８抜粋

Ｆ3断層

粘土幅ｃ
（㎝）

破砕幅ｓ
（㎝）

0.1～5.0 0～17
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断層スケッチ位置 35

F3 断層（6 号炉B－E 坑南側壁）

2013/12/4 ヒアリング
参考資料２ Ｐ.５９抜粋
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断層スケッチ位置 35

L1 断層とF3 断層の関係（6 号炉L1 坑北西側壁）

2013/12/4 ヒアリング
参考資料２ Ｐ.６０抜粋
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断層スケッチ位置 35

L1 断層とF3 断層の関係（6 号炉L1 坑18 基目切羽）

2013/12/4 ヒアリング
参考資料２ Ｐ.６２抜粋

Ｆ3断層

粘土幅ｃ
（㎝）

破砕幅ｓ
（㎝）

2.0～5.0 0
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試掘坑調査による断層確認位置図

断層スケッチ位置 （Ｆ２断層）
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断層スケッチ位置 31

F2 断層（５号炉C-N 坑西側壁，21m～36m）

2013/12/4 ヒアリング
参考資料２ Ｐ.５１編集

粘土幅2～3㎜※1

破砕幅1～5㎝※1

※1 柏崎刈羽原子力発電所原子炉設置変更許可申請書の記載を転記
※2 柏崎刈羽原子力発電所原子炉設置変更許可申請書図を引用

Ｆ２断層

粘土幅ｃ
（㎝）

破砕幅ｓ
（㎝）

f～0.5 1～5

F2 断層（５号炉C-N 坑西側壁，0m～21m）※2
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断層スケッチ位置 32

F2 断層（5 号炉B－Ｅ坑（-30m）北側壁）

2013/12/4 ヒアリング
参考資料２ Ｐ.５２抜粋

Ｆ２断層

粘土幅ｃ
（㎝）

破砕幅ｓ
（㎝）

0.1 1～3
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５号炉基礎基盤地質平面図

５号炉基礎基盤地質平面図

2013/12/4 ヒアリング
参考資料２ Ｐ.８３抜粋
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５号炉基礎基盤全景写真

５号炉基礎基盤全景写真（西側から撮影）

2013/12/4 ヒアリング
参考資料２ Ｐ.８４抜粋
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５号炉基礎基盤全景写真

５号炉基礎基盤全景写真（東側から撮影）

2013/12/4 ヒアリング
参考資料２ Ｐ.８５抜粋
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６号炉基礎基盤地質平面図

６号炉基礎基盤地質平面図

2013/12/4 ヒアリング
参考資料２ Ｐ.８６抜粋
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６号炉基礎基盤全景写真

６号炉基礎基盤全景写真（東側から撮影）

2013/12/4 ヒアリング
参考資料２ Ｐ.８７抜粋
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６号炉基礎基盤全景写真

６号炉基礎基盤全景写真（北側から撮影）

2013/12/4 ヒアリング
参考資料２ Ｐ.８８抜粋
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７炉基礎基盤地質平面図

７号炉基礎基盤地質平面図

2013/12/4 ヒアリング
参考資料２ Ｐ.８９抜粋
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７号炉基礎基盤全景写真

７号炉基礎基盤全景写真（東側から撮影）

2013/12/4 ヒアリング
参考資料２ Ｐ.９０抜粋
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７号炉基礎基盤全景写真

７号炉基礎基盤全景写真（南側から撮影）

2013/12/4 ヒアリング
参考資料２ Ｐ.９１抜粋


